外来通所　カンファレンス記録
	平成　19年　3月　29日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　木村　裕美　　記録者　上平　ユリ子
	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	下館
	東
	服部
	山田
	木村
	月舘
	中居
	上平
	川井
	谷藤

	休
	○
	○
	○
	○
	有休
	欠勤
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・青風荘より利用規約を保証人宅へ発送したが返信がなく､再度発送する為、6人分用意し青風荘へ早急に渡す。

・スタッフ中居の欠勤（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ罹患）の為勤務変更あり､確認する事。

＜外来情報＞

· 平　康子様～　　定期採血の結果、HbA139.0　空腹時血糖6.8。尿酸7.0と高い。主治医より食事　　
　　　　　　　　には十分気を付ける事､主食を少し残す事など説明あり。

· 奥山　以依子様～30日11:00頃歯科受診すると話される。「弟に会いたいが仕事が忙しいようだ」
　　　　　　　　と気にされていた。

· 長瀬　紘一郎様～便が3日に1回の為、アローゼン処方あり。（1P／夕食後）

· 中居　美津子様～「姉に見せる家計簿の集計が終わって、ホッとしている」「今まで生活費が　　　　　　
　　　　　　　　年金６万円に姉から援助を受けていたが、アパート代として1万円増える」と話　
　　　　　　　　されている。

・　前野　義勝様～　27日鼻水・くしゃみの訴えあり、タベジール、メインター点眼薬が処方となっ
ているが、依然症状の改善が見られない為アレグラ3日分処方あり。

· 柳町　信之様～　肛門からの出血､痛みが時々あると話されている。「長時間座っていると、お尻
　　　　　　　　が痺れる」と訴えあり。

· 鈴木　恵美子様～「朝､血圧が高かった（190／106mmHg）仕事をした後だったから」と話される｡　　
　　　　　　　　　受診時104／80mmHg体調は良いと話される。

＜利用者様情報＞　

· 五日市　公様～青風荘のミーティングで、｢稲垣さんがレストランで並んでいるのに､横入りする｣
　　　　　　　と立ち上がり､体を震わせ不満を話されたと情報あり。通所では表情固く他メン　
　　　　　　　バーとの会話が減っているが、トラブルなどはない。

⇒他メンバーの行動に対して過敏になってきているので、言動に注意しトラブルにならないよう見守っていく。周囲のメンバーを見て、マナーが悪いと思われる事については本人へ指摘していく。

· 村上　元道様～28日、昼食後薬と朝食後薬を間違えて持参しており、本人に確認するが「薬の
　　　　　　　種類は同じだから大丈夫ですよ」「朝、間違えて昼食後を飲んだと思います」と曖
　　　　　　　昧である。

　　　　　　　　　⇒服薬時は必ず薬包を確認してから服用するよう説明している。

· 繁名　和恵様～罹り付け病院は八戸赤十字病院、青山荘入所中の方。デイケア入所書類が揃った為､　
　　　　　　　当院での問診医を決め、来週からデイケア利用開始予定。

· 川口八寿子様～主治医より仕事を一つ一つするよう説明されたが納得されていない事をスタッフ　　
　　　　　　　に相談する。

⇒以前仕事をした時､睡眠が確保できず、気分も不安定になった事を振り返って説明すると、自分自身も振り返ることが出来、納得されている。

· 其田　淑子様､稲垣　ふき様～
　　　　　　　3／28の17:00頃、其田様が給湯器の傍で横になって休まれている所に、稲垣様が
　　　　　　　つまずき、眼鏡フレームが曲がり修理した事を稲垣様に伝えると､稲垣様が興奮
　　　　　　　され「そんな所で横になっているあなたが悪いんでしょう」と話し､謝罪される事
　　　　　　　は無かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その後其田様にスタッフが面談する。

「給湯器の傍で横になっていたことは反省するが､稲垣様が謝らない事は納得
いかない」と話される。

⇒休まれる場所の確認をし危険防止に繋げていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 溝越　キク様～昨日ケア会議実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通所に来なくなっている現状と、今後についてケア会議3／28実施。　

　　　　　　　（参加スタッフ　下平PSW　訪問看護　畑中、橋本　デイケア　東）

通所に対しては、強い拒否は無いが迷っている様子あり、下記の目的について本人と話し合っている。
　　　　　　　　　　・体調確認・管理

・服薬の必要性。服薬確認・管理

・バランスの取れた食事の摂取

・体重増加傾向の抑制と、運動　　　等

以上の目的の為デイケア利用して頂きたいことを説明。最初は週1回（金）のペースからで良い事を伝えると、本人の了承得られている。又、運動プログラムへは参加したいと希望が聞かれた為、運動プログラムのある日について事前に本人へ連絡する事としている。（次回通所日：3月30日（金）予定）

☆　今後の本人への取り組み　☆

・数ヶ月の通所参加状況をみて、デイケア通所日を徐々に増やしていけるように取り組んでいく。

・3／30来所の時は4月のプログラム確認､本人が来れた事を評価する。

＜事例検討＞

　　　北嶋　剛様（４６歳）　統合失調症　合併症　糖尿病

○デイケア利用開始　Ｈ13．5／19　（４年10ヶ月経過）

○利用率　５０％程

○治療計画

・対人関係や病気に関する不安などを傾聴し、ストレスを溜めないようにする。

・本人または　ご家族から生活状況について確認し、調子の良い日は来所するよう促す。

・来所の際は評価し本人にとって無理のない範囲でプログラムを勧める。

○最近の様子

･　送迎は母親様がされている。

· 膝軟骨がない為、疼痛があり階段を歩くことが出来ず整形外科に受診されている。レストラン移動が出来ず、昼食は通リハ棟まで配膳されている。　

· 「犬がうるさくて近所に迷惑をかけるから見ていなければいけない」という理由でデイケアを休まれる事あるが、12月から徐々に定期的な通所が出来るようになっている。

· 以前はスタッフ指名で長電話する事が多かったが、今はなくなった。

· 自分から不安な事があった時は、時間を配慮して相談する事が出来ている。

· 「みんなの中にはいれないから」と別の場所で休むことが出来､自分で状況判断することが出来るようになっている。又、その日の午後のプログラムには参加されている。

○今後の働きかけについて

・　週１回通所出来るようにし､できた事に対して評価する。

· 家庭での出来事､相談の場の提供とする。スタッフとの距離を近く取ろうとする事(依存)が見られるので、程よい距離を置いて不安に対する状況確認をする。

· 体重増加傾向が見られる為、体重確認、バイタルチェックをし健康面について助言する。体重については、本人が理解出来ている問題である為、負担となることを避け、あえて指摘する事はしない。







